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◦令和 6 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

プログ
ラム名 世界の現状を知り、自分にできることを考えてみよう！
団体名 特定非営利活動法人フリー・ザ・チルドレン・ジャパン 区分 � � ��

対象者
� � 小学５年生～　※学習の状況により低学年

も可能 対 象
分 野 �

総合、道徳、家庭科、英語の授業、教職員向
けは ESD に関する研修での実績あり。

プログラムのねらい
国内外の社会問題や SDG ｓ理解について、海外支援先に訪問して、現地の様子を把握しているファシリテーターが生の情報をお伝えします。
社会問題を学ぶだけで終わらず、�それらの社会問題を解決するために、一人ひとりがどう動きだしたら良いかを考え、実行に移せるよう後押
しいたします。
ワークショップ形式で、ゲームなどを取り入れながら学び、個々人の特性を生かしたアクションの起こし方を学んでいきます。
１回の授業で終わりではなく、社会に向けてアクションを起こしたい、という児童・生徒のアフターフォローも丁寧に対応しております。

プログラムの内容

※児童・生徒の状況に併せ授業をカスタマイズで作成させていただいております。下記は一例です。詳しくは、お問合せください
■テーマ・目的　SDGs がなぜ策定されたのか背景を探り、自分に出来ることを考える
■授業の流れ
導入��5 分　　　はじめに
ワークショップ① 35 分　ワールドマップ
　講義・クイズ　�15 分　世界の子供 (SDGs1-8 のゴールにフォーカス、子供の権利を考える )
　講義・紹介　　�10 分　アクションを起こした 12 歳の少年の話、同年代のアクション紹介
ワークショップ② 15 分　得意なことを活かしてアクションを起こす方法 (Gift+Issue=Change)�
まとめ�5 分
■ワークショップ紹介
≪ワールドマップ≫
世界の格差を体感してもらうワークです。
児童・生徒全員を大陸ごとの人口割合を基にグループ分けし、各大陸のオリンピックメダル
獲得数・食料消費量・お金持ちの人数などの割合を予想していただきます。
解説では、各テーマの詳しい状況や大陸内・国内にも格差があることも説明し、丁寧に振り
返りを行います。
≪クイズ：世界の子供≫
全員参加型の 3 択クイズ形式で、水へのアクセス、学校への進学率、学校に通えずに働いて
いる子供達の生活などに関する質問に答えます。教育を受けられない根底の理由である「貧
困」について考えていきます。
≪ Gift+Issue=Change ≫
Gift�( 自分の得意なこと・好きなこと ) を活かして、Issue�( 興味のある社会問題 ) に対して取り込む事で、身近なところからワク
ワクする Change�( 変化のための行動 ) を起こすことができるという考えをもとに、自分にできることを考えるワークです。それ
ぞれの好きなことを書き出し、ゲーム感覚でアイディアを出していきます。

令和
4・5年度
実績

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
□その他（　）
令和 4 年度実績（都内）　30 校（回）　　　　　　　令和 5 年度実績（都内）　30 校（回）

☑教科（　）　　☑道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
□教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　☑教員対象研修　☑ PTA 等保護者対象研修
☑学童クラブ・児童館等のイベント　　☑その他（　）

必要コマ数　2 コマ

支援活動の概要紹介
「世界は変えられる」子供がそう信じられる社会を目指して、国内外で活動しています。日本の子供達に向け、「子供や若者は
助けられるだけの存在ではなく、自身が変化を起こす担い手である」という考えを伝えながら、子供達と一緒にフィリピン・
インド・ケニアの貧困地域の家庭が自立できるよう支援事業を行っています。
国内では、子供達のアクションサポート、出前授業や国際理解の教材開発と無料提供、子供の権利を広める活動に力を入れて
います。

対応可能
な時期

日程が合えば随時可能　２コマいただけるとワーク
ショップ形式で授業を進めさせていただいています。 必要経費 有料　都内交通費込で 3 万円

助成金補填ができる場合があります。ご相談ください。

その他
会場・定員・必要備品
などについて

ワークショップ形式で授業を進めさせていただくため、体育館等広いスペースの確保をお願いいたします。
スクリーン・プロジェクター・マイクのご用意をお願いします。
ワークショップの内容により、模造紙や付箋、白紙をお願いする場合がございます

連絡先

部署名・担当者 フリー・ザ・チルドレン・ジャパン　出前授業担当　出野・広瀬
プログラム紹介 WEB https://ftcj.org/we-movement/facilitator

電話 03-6321-8948
e-mail info@ftcj.org


